
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学校図書館のいっそうの環境整備を 
八王子市教育委員会  

指導担当部長 佐島 規 
 

教育センターに学校図書館サポート担当を設

置して１年が経ちました。そして、昨年は、重

点校２３校を中心に、月１度のペースで学校を

巡回し、学校図書館の環境整備や学校図書館読

書指導員・図書ボランティアへの支援を行って

参りました。多くの学校から、「現場のニーズに

合わせた相談にのっていただき、図書館運営や

ボランティア活動に刺激となった。」「学校図書

館の環境が変わった。」などの感想をいただき、

大変感謝しております。今年度も、重点校２４

校への巡回指導を行うとともに、この「としょ

えもん」を通じて、市内全小中学校への情報を

発信し、学校図書館の充実を図って参ります。 

ご存じのように、小学校では今年度、中学校

では来年からスタートする学習指導要領では、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童・生徒が、「習得・活用・探究」を組み合わ

せた学習活動を通して、基礎的な知識・技能と

思考力・判断力・表現力などを総合的に身につ

けることが求められています。 

そのためには、各教科等の特性に応じながら、

教科書以外に様々な資料を活用して、自らの課

題を探求する学習活動が不可欠であり、学習情

報の収集・整理を行うためにも、学校図書館の

もつ役割は今まで以上に重要となってきます。 

教育委員会では、今年度、市内全小中学校の

学校図書館の蔵書データをバーコード化し、蔵

書検索システムを整備いたします。バーコード

のデータを、市内で統一させることで、自校の

蔵書のみならず、市立図書館や他校の蔵書も検

索することができるようになるなど、本を活用

した調べ学習の学習活動が、今後益々充実して

いくことを期待しています。整備する期間中は、

各学校にご不便をおかけいたしますが、ご理

解・ご協力の程、よろしくお願いいたします。 
 
 
 

―学校図書館サポートだより 第１号（通巻５号）― ことしもよろしく！ 

『としょえもん』です！ 

対象 講師
第１回 5月 16日 （月） 午後 2時 30分 ～ （司・図） 渡辺暢恵さん

第２回 6月 8日 （水） 午前10時 ～ （読・ボ） 西村敦子さん・広瀬恒子さん

第３回 9月 9日 （金） 午後 2時 30分 ～ （司・図） 鎌田和宏さん

第４回 11月 8日 （火） 午前10時 ～ （読・ボ）
八王子市図書館職員
学校図書館担当スタッフ

第５回 1月 18日 （水） 午前10時 ～ （読・ボ） 事例発表会

ｽﾃｯﾌﾟｱｯ
ﾌﾟ研修

2月 9日 （木） 午後 1時 30分 ～

〈司：司書教諭／図：図書担当教諭／読：読書指導員／ボ：図書ボランティア〉

日時

（研修カードのスタンプ6個保有者）内容は未定

平成23年度 司書教諭・図書担当教諭／学校図書館読書指導員（図書ボランティア）研修会予定 



 
 

第１回 司書教諭研修会（５月１６ 
「学校図書館運営と司書教諭の職務、 

その実践のあり方」 
 

研修会には 70 名の参加がありました。テー
マは「学校図書館運営と司書教諭の職務、その

実践のあり方」、講師は、東京学芸大学講師、渡

辺暢恵先生。公立小学校教諭などの豊富な経験

をもとに、次のようなお話をいただきました。 
・１時間のオリエンテーションで子ども（の図

書館に対する意識）が変わる 
・読書の時間に「好きな本を読んで」は禁句 
・ブームを起こして本を読ませる 
・書架の整理１（ワン）２（ツー）３（スリー） 
→ １（左に寄せる）２（前に出す）３（右

を空ける） 
・（人が変わっても同じ決まりで）みんなで引き

継いでよくしていくのが学校図書館 
参加者からは、図書館運営に係るポイントが

分かりやすく、実践の方向性が見えてきたと好

評でした。先生方には、自校の学校図書館につ

いて大いに夢を描いていただき、子どもたちか

ら「先生が来てか

ら図書館が変わっ

たよ」という声が

かかるようがんば

っていただければ

うれしい限りです。 
 
 

 
 
 
 
 

 
第１回  
学校図書館読書指導員・ 
図書ボランティア研修会（６月８日） 
｢子どもを惹きつける読み聞かせの秘訣｣ 

 
『子どもを惹きつける読み聞かせの秘訣』を

テーマに「入門・低学年向け」は西村敦子先生、

「高学年・中学生向け」は広瀬恒子先生にお話

をしていただきました。低学年向けの講座には

58 名、高学年向け講座には 114 名、合計 172
名もの読書指導員・図書ボランティアの方々の

参加がありました。みなさんの熱気と関心の高

さを感じました。 
「きっかけがあってボランティアに参加した

が、学校での読み聞かせ、心構え、姿勢、本の

持ち方、選書の方法など、実践していく上です

ぐにでも役立つ内容

が多く参考になりま

した」「高学年の子ど

もの成長段階を考え

ると、本選びが非常

に難しい問題でした。

今日のお話を聞き、高学年対象で本を選ぶ勇気

をもらった気持ち。学校でみんなと相談してい

きます」「あっという間の研修でした。研修に参

加できて良かったです」など、たくさんの感想

をいただきました。ありがとうございました。 
 

【研修の受講記録】スタンプカードについて 
  平成22年度より、学校図書館読書指導員・図書ボランティアのみなさんに 

スタンプカードをご用意しました。経験を積むことでより充実した活動ができる 

よう、今年度からステップアップ研修も企画しています。まずはスタンプを６個 

ためて修了証を手にすることを目標にしてみませんか。期限はありません、2 年がかり、3 年がかり

でも、継続してみてください。カードの中に『みんなでサポート学校図書館』プリント（写真右上）

がはさんであります。学校図書館での活動の手引きとして参考にしてください。 

平成２３年度 研修会 報告



 

学学校校図図書書館館  
活活用用重重点点校校紹紹介介～～そそのの１１～～ 
平成 23年度重点校 24校の図書館を順番に 
ご紹介していきます。 
 
 
 
                                             
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第三小 
カウンターで 
マスコットの 
カエルがお出 
迎え。 

 
傷んだ本の回 
収ボックス。 
   

緑が丘小 
・ 図書の時間の整頓について。 
・ 中休みに図書委員が書架の整
理をしている。 

横川小 
（右）ボランティアさんの 
季節感にあふれたおすすめ 
本コーナー。 
（中）修理本回収ボックス 
の説明。 

第五中 
図書室入り口の 
扉に当番を掲示。 
修学旅行関係は 
まとめてある。 

第二小
子どもたちが楽しみ 
にしている、中休みのお話会。

（下）リクエストボックス 

第四中
・手作りの分類見出し。

・図書委員のおすすめ

の本カードと新刊

コーナー。 



『としょえもん』キャラクターデザイン：宇津木台小学校 平井 忍 先生 

学校図書館ワンポイントアドバイス 1 ：背ラベル（請求記号）について 

    
 
 
 
 
 
 
 

ミニ情報 
東京都立多摩図書館ホームページ        http://www.library.metro.tokyo.jp         

読み聞かせの本の紹介から、自由研究のヒントまで情報満載。夏休みには、普段入れない図書館

の舞台裏を見ることができる『バックヤードツアー 夏休み親子コース』も開催されます。 

『このゆびとまれ！エコキッズ』        http://www.eic.or.jp/library/ecokids/ 

“エコって本当はどんなこと？”身近な疑問から、調べ学習まで対応できる、（財）環境情報普

及センターが運営する子ども向け環境教育サイトです。 

 

 
 
 
 
 

八王子市教育センター  学校図書館担当 
    連絡先  電話 042-664-1135 ／ FAX 042-662-2988 
     住 所  八王子市散田町 2-37-1 
     教育センター アドレス： b300700@city.hachioji.tokyo.jp

平成23年第１号 

6月 15日発行 

（通巻5号） 

八王子市中央図書館の行う学校図書館支援内容 

 平成２３年度より八王子市中央図書館の学校への支援内容が変わります。  

 ・ 貸出期間・冊数  調べ学習    ２週間・２０冊程度 

             学級文庫等  １校あたり、調べ学習とあわせ３か月１５０冊まで（従来どおり） 

 ・ 配送日       １校当たり月２回配送（定期）、平成２３年５月～ （学校へはお知らせします） 

 ・ 調べ学習等の申し込みは、今後配布する定期配送表の配送日の１週間前までに連絡を。 
連絡先：中央図書館児童奉仕担当へ (Ｔｅｌ 664-4321／Ｆａｘ 662-278９)

《としょえもんの訪問インタビュー》 鑓水小学校 金井尚志校長先生にお聞きしました       
 
◆中央図書館からの学校貸し出しシステム（配送便）が始まりましたね。 
  金井先生：これまで教員が図書館まで借りに行って､返しにいかなくてはならなかったので大変助

かっています。利用も大幅に増えました。 
◆他の学校と、希望の内容や時期が重なったりしませんか。 
  金井先生：司書教諭が取りまとめて計画的にやっています。先生方も慣れてくれると思います。 

調べ学習では資料の冊数が揃うことがメリットです。今後、調査を行い、内容や冊数の

面で学校のニーズにそった図書資料を揃えてもらえるとありがたいですね。 
◆調べ学習というとパソコンが主流に思われがちですが。 
  金井先生：どちらも必要ですが、パソコンでの調べは限定的で、本を使っての場合は広がりが期待

できます。データベース化が始まりますが、ネットワークを活用して本の移動が活発に

なり、学習活動・教育活動の充実が図れるとうれしい限りです。 
◆ありがとうございました。多くの先生方に、中央図書館の図書を活用して欲しいと思います。

本の背ラベル（請求記号）は、いわば正しい家に帰るための住所です。

三段に分かれた数字や文字には、それぞれ意味があります。一段目は

分類記号。図書の内容に合わせて NDCを基準に 0から９９９までの
数字がつけられています。二段目は図書記号。同じ分類記号の本をさ

らに順序づけるためにあり、著者の頭文字がつけられることが多いで

す。たとえば、左のラベルのマは、松谷みよ子の「マ」です。 
三段目は巻冊記号。上下に分かれている本や、シリーズで分かれてい

る本の番号をあらわしています。   ※NDCは日本十進分類法

９１３ 
 マ 

松谷みよ子 著 
文学全集 第一巻 

１ 


